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わたしは　だれでしょうか
　　　


しかし、私 (わたし)にとって得 (とく)であったこのようなものをみな、私 (わたし)はキリストのゆえに、損 (そん)と思 (おも)うようになりました。それどころか、私 (わたし)の主 (しゅ)であるキリスト・イエスを知 (し)っていることのすばらしさのゆえに、いっさいのことを損 (そん)と思 (おも)っています。私 (わたし)はキリストのためにすべてのものを捨 (す)てて、それらをちりあくたとっています。それは、私 (わたし)には、キリストを得 (え)、また、


　　　　　　ピリピ
3章 (しょう)7～9節 (せつ)




本当 (ほんとう)に欲 (ほ)しかった物 (もの)を持 (も)つようになれば、気持 (きも)ちが非常 (ひじょう)に良 (よ)いでしょう。ところで、多 (おお)くの人 (ひと)がこのような自分 (じぶん)だけの満足感 (まんぞくかん)を満 (み)たそうと、お金 (かね)について行 (い)って成功 (せいこう)を目 (もく)標 (ひょう)にして生 (い)きていきます。私 (わたし)自身 (じしん)、お金 (かね)、成功 (せいこう)は悪 (わる)いのではありません。問題 (もんだい)は、サタンがこれを通 (とお)して神様 (かみさま)と人間 (にんげん)を遠 (とお)ざかるようにするということです。サタンは、はじめから私 (わたし)たちから神様 (かみさま)とともにいる幸 (しあわ)せを奪 (うば)って、肉的 (にくてき)なことだけ残 (のこ)るようにさせました。神様 (かみさま)に会 (あ)うことができないように、目 (め)に見 (み)えることだけについて行 (い)くようにさせて、霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)をのがすようにさせたのです。
私 (わたし)たちはたましいを持 (も)った霊的 (れいてき)な存在 (そんざい)です。それゆえ、永遠 (えいえん)ないのちをくださる神様 (かみさま)に会 (あ)って、永遠 (えいえん)なのろいと地獄 (じごく)の権威 (けんい)から抜 (ぬ)け出 (だ)す恵 (めぐ)みが必要 (ひつよう)です。イエス・キリストがこれらすべての問題 (もんだい)の解答 (かいとう)になってくださいました。イエス・キリストは、世 (よ)の中 (なか)のどんな知識 (ちしき)とも比較 (ひかく)できない最高 (さいこう)の知識 (ちしき)です。私 (わたし)は最高 (さいこう)の知識 (ちしき)を知 (し)って味 (あじ)わう神 (かみ)の子 (こ)どもです。この事実 (じじつ)を記憶 (きおく)しましょう。そして、今日 (きょう)も行 (い)く所 (ところ)ごとに神様 (かみさま)が私 (わたし)にくださる霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)を伝 (つた)えるレムナントとして立 (た)ちましょう!　　　　　　　　
















[image: ]

きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

父 (ちち)なる神様 (かみさま)！イエス・キリストを送 (おく)ってくださってありがとうございます。神 (かみ)の子 (こ)どもの身分 (みぶん)と権威 (けんい)を毎日 (まいにち)知 (し)って体験 (たいけん)するように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
インマヌエル教会聖日1部　│　2017.1.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]鏡 (かがみ)を見 (み)て、私 (わたし)の自画像 (じがぞう)（自分 (じぶん)のすがたの絵 (え)）をかきましょう。
パウロのように、自分 (じぶん)に福音 (ふくいん)を知 (し)らせてくださった神様 (かみさま)に感謝 (かんしゃ)の
告白 (こくはく)の文章 (ぶんしょう)を書 (か)きましょう。
えを　かこう
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ] インマヌエルを　あじわう　とき
　　　　できます！
　　　　　　　　　　　　　　　　


かようび


　　　　　　私 (わたし)は、私 (わたし)を強 (つよ)くしてくださる方によって、どんなことでもできるのです。
ピリピ
4章 (しょう)13節 (せつ)　




多 (おお)くの人 (ひと)が海外 (かいがい)旅行 (りょこう)に行 (い)けば、必 (かなら)ず行 (い)くべき所 (ところ)として、その国 (くに)の昔 (むかし)からある大 (おお)きい寺 (てら)や聖堂 (せいどう)または、偶像 (ぐうぞう)と関連 (かんれん)した建物 (たてもの)の名前 (なまえ)をあげます。また、必 (かなら)ず見 (み)るべき文化 (ぶんか)として、映画 (えいが)、ミュージカルなどの公演 (こうえん)をすすめます。ところで、こういう作品 (さくひん)にはだいたい神様 (かみさま)を否定 (ひてい)したり、神様 (かみさま)がなくてもかまわないというメッセージが含 (ふく)まれています。目 (め)に見 (み)えないのですが、サタンががを離 (はな)れるようにさせるサタンの願 (ねが)いを隠 (かく)しているのです。神様 (かみさま)がこのようなサタンの願 (ねが)いをご存知 (ぞんじ)で、世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かすために私 (わたし)に神様 (かみさま)の願 (ねが)いをくださいました。神様 (かみさま)とともにいれば生 (い)きるというインマヌエルです。
神様 (かみさま)の愛 (あい)を受 (う)けた伝道者 (でんどうしゃ)パウロも、やはりインマヌエルを味 (あじ)わいました。それゆえ「私 (わたし)を強 (つよ)くしてくださるイエス・キリストの中 (なか)にいるとき、どんなことがあってもだいじょうぶ。神様 (かみさま)がともにおられるから！」という告白 (こくはく)をするほど、答 (こた)えを味 (あじ)わいました。私 (わたし)もパウロのように、神様 (かみさま)とともにいれば、同 (おな)じ答 (こた)えを受 (う)けるでしょう。私 (わたし)は神様 (かみさま)を離 (はな)れて偶像 (ぐうぞう)に陥 (おちい)った世 (よ)の中 (なか)に、キリストを伝 (つた)える光 (ひかり)として呼 (よ)ばれました。今日 (きょう)から忘 (わす)れないでいましょう!
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










インマヌエル教会聖日2部│　2017.1.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
父 (ちち)なる神様 (かみさま)！暗 (くら)い世 (よ)の中 (なか)に光 (ひかり)を照 (て)らすイエス・キリストの中 (なか)にいる者 (もの)になるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ]遺跡 (いせき)などがあるところは、大部分 (だいぶぶん)が森 (もり)です。
森 (もり)で出会 (であ)うことがある危険 (きけん)に対処 (たいしょ)する方法 (ほうほう)を確認 (かくにん)しましょう。
生活 (せいかつ)クイズ！


耳 (みみ)の中 (なか)に虫 (むし)が入 (はい)ってしまいました！どうすれば良 (よ)いのでしょう。
ぶーん！急 (きゅう)に耳 (みみ)の中 (なか)に入 (はい)ってきた音。耳 (みみ)が変 (へん)で、痛 (いた)いです。
耳 (みみ)の中 (なか)に虫 (むし)が入 (はい)ったようです。こんなとき、いちばん正 (ただ)しい行動 (こうどう)はどれかな。


















懐中 (かいちゅう)電灯 (でんとう)で耳 (みみ)の中 (なか)を照 (て)らします　　　綿棒 (めんぼう)を耳 (みみ)にググッと入 (い)れて虫 (むし)を取 (と)り出 (だ)します

耳 (みみ)の中 (なか)にアルコールか食用油 (しょくようあぶら)を入 (い)れて、虫 (むし)を落 (お)とします

　　　　
　　　　　　　　　　　　　正解 (せいかい)の番号 (ばんごう)は次 (つぎ)のページの下 (した)にあります。
　　　　　　　　　　　　　　　正解 (せいかい)の説明 (せつめい)は、5月 (がつ)23日 (にち)に詳 (くわ)しく紹介 (しょうかい)します。
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ] けいやくに　したがっていけば　
　れいてきな　めが　ひらきます！


すいようび


　　　　　　Iサムエル
16章 (しょう)13節 (せつ)
サムエルは油 (あぶら)の角 (つの)を取 (と)り、兄弟 (きょうだい)たちの真 (ま)ん中 (なか)で彼 (かれ)に油 (あぶら)をそそいだ。主 (しゅ)の霊 (れい)がその日 (ひ)以来 (いらい)、ダビデの上 (うえ)に激 (はげ)しく下 (くだ)った。サムエルは立 (た)ち上 (あ)がってラマへ帰 (かえ)った。




神様 (かみさま)が愛された聖書 (せいしょ)のレムナントは、目 (め)に見 (み)えることより、目 (め)に見 (み)えないことが、もっと重要 (じゅうよう)であることを分 (わ)かりました。
その中 (なか)のレムナント、ダビデは、目 (め)に見 (み)える表面 (ひょうめん)の姿 (すがた)だけでなく、目 (め)に見 (み)えない内 (ない)面 (めん)、な世界 (せかい)を見 (み)ました。このように、霊的 (れいてき)な世界 (せかい)を見 (み)る霊的 (れいてき)な目 (め)があったダビデは、イスラエルに初 (はじ)めて立 (た)てられたサウル王 (おう)の内面 (ないめん)を見 (み)ることができました。ダビデはサウル王 (おう)が契約 (けいやく)をのがして悪霊 (あくれい)に苦 (くる)しめられる悪 (わる)い王 (おう)になったのを見 (み)ました。ダビデは悪霊 (あくれい)に苦 (くる)しめられるサウル王 (おう)のために最後 (さいご)までりました。ダビデは、幼 (おさな)い時期 (じき)から握 (にぎ)っていた神様 (かみさま)の契約 (けいやく)に従 (したが)いながら、主 (しゅ)の霊 (れい)が激 (はげ)しく下 (くだ)った、すべての人 (ひと)を生 (い)かす人 (ひと)になりました。今 (いま)からダビデのように霊的 (れいてき)な世界 (せかい)を見 (み)て、すべての現場 (げんば)を生 (い)かす霊的 (れいてき)な目 (め)を求 (もと)める祈 (いの)りを始 (はじ)めましょう。神様 (かみさま)がダビデのように、この時代 (じだい)の問題 (もんだい)を見 (み)て、解決 (かいけつ)する者 (もの)として私 (わたし)を用 (もち)いられるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

核心訓練メッセージ　│　2017.1.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
父 (ちち)なる神様 (かみさま)！契約 (けいやく)を離 (はな)れている現場 (げんば)の隠 (かく)れた姿 (すがた)を見 (み)て生 (い)かすレムナントにならせてください。 生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

[image: ]かくれている
絵 (え)をさがそう

ダビデは、悪霊 (あくれい)が入 (はい)ったサウル王 (おう)に殺 (ころ)されそうになったときも、神様 (かみさま)が
くださる霊的 (れいてき)な目 (め)で霊的 (れいてき)な世界 (せかい)を見 (み)ました。そのようなダビデを見 (み)て、隠 (かく)れている絵 (え)を見 (み)つけましょう。全部 (ぜんぶ)で５つあります。




























さかな、ばぶらし、ちょう、ハート、やじるし
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きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





前 (まえ)のページの正解 (せいかい)番号 (ばんごう)は③です
虫 (むし)を殺 (ころ)して、耳 (じ)鼻 (び)科 (か)に行 (い)ってとってもらいましょう。くわしくは23日 (にち)に説明 (せつめい)します


[image: ] わたしより　わたしを
もっと　あいしておられる　かみさま


もくようび


　　　　　　わたしは、あなたが見渡 (みわた)しているこの地 (ち)全部 (ぜんぶ)を、永久 (えいきゅう)にあなたとあなたの子孫 (しそん)とに与 (あた)えよう。わたしは、あなたの子孫 (しそん)を地 (ち)のちりのようにならせる。もし人 (ひと)が地 (ち)のちりを数 (かぞ)えることができれば、あなたの子孫 (しそん)をもえることができよう。立 (た)って、その地を縦 (たて)と横 (よこ)に歩 (ある)き回 (まわ)りなさい。わたしがあなたに、その地 (ち)を与 (あた)えるのだから。


創世記 (そうせいき)
13章 (しょう)15～17節 (せつ)





イスラエル民族 (みんぞく)の父 (ちち)として、国々 (くにぐに)の父 (ちち)として選 (えら)ばれたアブラハムは、私 (わたし)たちのようにみことばを通 (とお)して神 (かみ)の子 (こ)どもになりました。しかし、目 (め)に見 (み)える状況 (じょうきょう)のために神様 (かみさま)の契 (けい)約 (やく)をうっかり忘 (わす)れてしまいました。彼 (かれ)は100歳 (さい)になろうとしているのに、子 (こ)どもがいなかったのです。また、老人 (ろうじん)になって子 (こ)どもを産 (う)むこともできないと思 (おも)っていました。自 (じ)分 (ぶん)自 (じ)身 (しん)と環 (かん)境 (きょう)だけ見 (み)て、間違 (まちが)って考 (かんが)えたのです。神様 (かみさま)の考 (かんが)えは違 (ちが)っていました。
私 (わたし)たちも同 (おな)じです。私 (わたし)より私 (わたし)をさらに愛 (あい)しておられる神様 (かみさま)が、私 (わたし)の考 (かんが)えより大 (おお)きい計画 (けいかく)を持 (も)って私 (わたし)を呼 (よ)ばれました。私 (わたし)の知恵 (ちえ)では神様 (かみさま)の考 (かんが)えを知 (し)ることはできません。と学校 (がっこう)で、または友 (とも)だち関係 (かんけい)で苦 (くる)しみを経験 (けいけん)していますか。それは私 (わたし)が知 (し)っている方法 (ほうほう)で生 (い)きているからです。神様 (かみさま)は世 (よ)の中 (なか)が知 (し)らない大 (おお)きい計画 (けいかく)を持 (も)って私 (わたし)を呼 (よ)ばれました。神様 (かみさま)の祝福 (しゅくふく)を他 (ほか)の人 (ひと)たちに伝 (つた)える者 (もの)としてです。今日 (きょう)も神様 (かみさま)の大 (おお)きい愛 (あい)と計 (けい)画 (かく)に感 (かん)謝 (しゃ)する一日 (いちにち)をはじめましょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
父 (ちち)なる神様 (かみさま)！神様 (かみさま)の大 (おお)きな計画 (けいかく)と愛 (あい)の中 (なか)にいるという事実 (じじつ)を悟 (さと)って、霊的 (れいてき)祝福 (しゅくふく)を伝 (つた)える者 (もの)として立 (た)つように、導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

インマヌエル教会聖日1部　│　2017.1.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ][image: ]神様 (かみさま)の大 (おお)きな愛 (あい)を表現 (ひょうげん)した讃美歌 (さんびか)404番 (ばん)（妙 (たえ)なる神 (かみ)の愛 (あい)）を
パパとママといっしょに歌 (うた)いましょう

さんびしよう
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[image: ]

きょうのでんどう　　　　　　　　　　会 (あ)う人 (ひと)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　準備 (じゅんび)する資料 (しりょう)　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　





[image: ] しんこうを　みて　たいけんした　イサク




きんようび


　　　　　　アブラハムが目 (め)を上 (あ)げて見 (み)ると、見 (み)よ、角 (つの)をやぶにひっかけている一頭 (いっとう)の雄 (お)羊 (ひつじ)がいた。アブラハムは行 (い)って、その雄 (お)羊 (ひつじ)を取 (と)り、それを自分 (じぶん)の子 (こ)の代 (か)わりに、全焼 (ぜんしょう)のいけにえとしてささげた。
創世記 (そうせいき)
22章 (しょう)13節 (せつ)




イサクは幼 (おさな)い時期 (じき)に、お父 (とう)さんのアブラハムの神様 (かみさま)に向 (む)かった信仰 (しんこう)を見 (み)て、直 (ちょく)接 (せつ)、体験 (たいけん)した人 (ひと)です。そのようなイサクに、伝 (つた)えられた祝福 (しゅくふく)があります。
最初 (さいしょ)に、神様 (かみさま)はアブラハムに息子 (むすこ)イサクを全焼 (ぜんしょう)のいけにえとしてささげなさいと言 (い)われました。アブラハムはイサクが死 (し)ぬ状況 (じょうきょう)なのに、言 (い)い訳 (わけ)のことばを言 (い)わず、イサクをささげにモリヤの山 (やま)に行 (い)きました。愛 (あい)の神様 (かみさま)がアブラハムに祝福 (しゅくふく)をくださろうと試 (こころ)みられたのでした。イサクは死 (し)の代 (か)わりにお父 (とう)さんの信仰 (しんこう)を見 (み)て、雄 (お)羊 (ひつじ)を準備 (じゅんび)された神様 (かみさま)の恵 (めぐ)みを体験 (たいけん)しました。二 (ふた)つ目 (め)、このように神様 (かみさま)の愛 (あい)を経験 (けいけん)したイサクに、神様 (かみさま)は彼 (かれ)が農作業 (のうさぎょう)をしたときに百倍 (ひゃくばい)の答 (こた)えをくださいました。泉 (いずみ)を掘 (ほ)った時 (じ)も、戦 (たたか)わないように大 (おお)きい土地 (とち)をくださいました。イサクは「レホボテ」という祝福 (しゅくふく)を受 (う)けました。（創世記 (そうせいき)26:20-22）三 (みっ)つ目 (め)、イサクの息子 (むすこ)ヤコブと、その子孫 (しそん)ヨセフに至 (いた)るまで、千年 (せんねん)の答 (こた)えをけて、世界 (せかい)福音化 (ふくいんか)に用 (もち)いられました。
イサクのように、神様 (かみさま)がくださる力 (ちから)と福音 (ふくいん)の力 (ちから)を味 (あじ)わうように祈 (いの)りましょう。私 (わたし)の信仰 (しんこう)を見 (み)て、神様 (かみさま)が同 (おな)じ祝福 (しゅくふく)をくださるでしょう!
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　









父 (ちち)なる神様 (かみさま)！イサクのように、私 (わたし)と信仰 (しんこう)の子孫 (しそん)を通 (とお)して、千年 (せんねん)の答 (こた)えを受 (う)けるレムナントとして成長 (せいちょう)するように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン
きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

インマヌエル教会聖日2部│　2017.1.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]お父 (とう)さんのアブラハムがモリヤの山 (やま)でイサクを全焼 (ぜんしょう)のいけにえと
してささげようとしたとき、神様 (かみさま)の試 (こころ)みを通 (とお)して、力 (ちから)と恵 (めぐ)みを
体験 (たいけん)したイサクを考 (かんが)えながら、色 (いろ)をぬりましょう。

　　
　　　　　


　　　　

　いろをぬろう
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[image: ] ふくいんが　せいかい！

どようび

しかし、私 (わたし)たちであろうと、天 (てん)の御使 (みつか)いであろうと、もしたちがべえた福音 (ふくいん)に反 (はん)することをあなたがたにべえるなら、その者 (もの)はのろわれるべきです。

　　　　　　ガラテヤ
1章 (しょう)8節 (せつ)




森 (もり)をぎっしりと埋 (う)めたうっそうとした木々 (きぎ)は、地面 (じめん)の中 (なか)に深 (ふか)く固 (かた)い根 (ね)をおろしています。このように根 (ね)をおろした木 (き)は、実 (み)もみのり、雨 (あめ)、にもよく耐 (た)えることができます。人 (ひと)も同 (おな)じです。たましいと心 (こころ)、考 (かんが)えに何 (なに)が根 (ね)をおろしたのかが、とても重要 (じゅうよう)です。
神様 (かみさま)のみことばを離 (はな)れた人々 (ひとびと)は、罪 (つみ)とサタン、地獄 (じごく)の権威 (けんい)の下 (した)に生 (い)きています。その人々 (ひとびと)は神様 (かみさま)に会 (あ)うことができなくて、宗教 (しゅうきょう)を尋 (たず)ね歩 (ある)いて、熱心 (ねっしん)に祈 (いの)って頼 (たよ)ります。しかし、出 (しゅつ)エジプト記 (き)20章 (しょう)3節 (せつ)～5節 (せつ)に記録 (きろく)されているように、宗教 (しゅうきょう)は偶像 (ぐうぞう)崇拝 (すうはい)で、神様 (かみさま)が最 (もっと)も嫌 (きら)われることなのです。サタンの奴隷 (どれい)として生 (い)きて、結局 (けっきょく)、滅 (ほろ)びるからです。
ところで、神様 (かみさま)がそのような人々 (ひとびと)を救 (すく)おうと神様 (かみさま)に会 (あ)う道 (みち)を開 (ひら)いてくださいました。それが福音 (ふくいん)です。福音 (ふくいん)とは、イエス様 (さま)がキリストだという意味 (いみ)です。福音 (ふくいん)は神様 (かみさま)が恵 (めぐ)みでくださったことであり、この福音 (ふくいん)を受 (う)けた人 (ひと)は、神様 (かみさま)がくださる永遠 (えいえん)のいのちを受 (う)けて味 (あじ)わうことができます。
「どうしたらよいのか。なにをしたら良 (よ)いのか」と悩 (なや)まずに、神様 (かみさま)の導 (みちび)きを求 (もと)めるように、福音 (ふくいん)が答 (こた)えになるはじまりをしましょう。そうすれば、福音 (ふくいん)が根 (ね)をおろして、神様 (かみさま)がいのちを生 (い)かす実 (み)をくださるでしょう。
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きょうのみことば　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　










きょうのいのり　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
父 (ちち)なる神様 (かみさま)！福音 (ふくいん)であるイエス・キリストを深 (ふか)く考 (かんが)えて、神様 (かみさま)が私 (わたし)に向 (む)けて計画 (けいかく)しておられることを尋 (たず)ねてはじめることができるように導 (みちび)いてください。生 (い)きておられるイエス・キリストのお名前 (なまえ)によってお祈 (いの)りします。アーメン

レムナント伝道学９３講　│　2007.7.21　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

[image: ]　読書 (どくしょ)旅行 (りょこう)

5月 (がつ)はどんな本 (ほん)を読 (よ)みますか



　　
　　　　　


　　　　




　　　　　　　　　　　　　　１００年前 (ねんまえ)に
　　　　　　　　　　　私 (わたし)たちは

　　　　　　　　　　　　　著者 (ちょしゃ)：キム・ヨンスル、出版社 (しゅっぱんしゃ)：トトブック

「昔 (むかし)のことを知 (し)るなら、新 (あたら)しいことも知 (し)ることができる」という意味 (いみ)がある四 (よ)字 (じ)熟語 (じゅくご)「温故知新 (おんこちしん)」は、過去 (かこ)と未来 (みらい)の間 (ま)で、今 (いま)はどのようにすれば良 (よ)いのかを考 (かんが)えて勉強 (べんきょう)しなければならないという意味 (いみ)が含 (ふく)まれたことばです。すなわち、過去 (かこ)の歴史 (れきし)を知 (し)ってこそ、未来 (みらい)を準備 (じゅんび)できるということです。
世 (よ)の中 (なか)を生 (い)かすレムナントは、世 (よ)の中 (なか)をよく知 (し)るために、正 (ただ)しい歴史 (れきし)観 (かん)をそろえなければなりません。そして「歴史 (れきし)は繰 (く)り返 (かえ)す」ということばを覚 (おぼ)えて、過去 (かこ)を学 (まな)ぶべきです。しかし、かた苦 (くる)しくて難 (むずか)しいと見 (み)えるのが歴史 (れきし)です。簡単 (かんたん)に学 (まな)ぶ方法 (ほうほう)はないのでしょうか。
いろいろな時代 (じだい)がありますが、5月号 (がつごう)には、現代 (げんだい)と最 (もっと)も近 (ちか)い過去 (かこ)であり、最 (もっと)も多 (おお)くの影 (えい)響 (きょう)を与 (あた)えた時代 (じだい)である近代 (きんだい)を扱 (あつか)った本 (ほん)を紹介 (しょうかい)します。100年前 (ねんまえ)の近代 (きんだい)にあったいろいろな事件 (じけん)と人 (ひと)を密着 (みっちゃく)取材 (しゅざい)してインタビューする形式 (けいしき)で書 (か)かれた≪100年前 (ねんまえ)に私 (わたし)たちは≫です。この本 (ほん)を読 (よ)めば、難 (むずか)しくなく歴史 (れきし)を学 (まな)ぶことができます。また、生 (い)き生 (い)きと記録 (きろく)されている、さまざまな事件 (じけん)を通 (とお)して、その時代 (じだい)を直接 (ちょくせつ)感 (かん)じられるでしょう。
[bookmark: _GoBack]正 (ただ)しい福音 (ふくいん)によって、信仰 (しんこう)観 (かん)はもちろん、正 (ただ)しい歴史 (れきし)を学 (まな)んで歴史 (れきし)観 (かん)をそろえれば、神様 (かみさま)が願 (ねが)われる根 (ね)を持 (も)ったレムナントとして、霊性 (れいせい)と知性 (ちせい)の頂上 (ちょうじょう)に上 (あ)がるようになるでしょう！5月 (がつ)には信仰観 (しんこうかん)とともに歴史 (れきし)観 (かん)を備 (そな)えるようにしましょう。

訳者注 (やくしゃちゅう)：この本 (ほん)は韓国語 (かんこくご)しかありません。までに、そのまま訳 (やく)しました
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